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本フォーラムは、公益財団法人 在宅医療助成 勇美記念財団の事業の一環として開催されます

【日時】 ：
【会場】 ： 広島県医師会館 2階 201会議室

植 賀寿夫 先生　（デイサービスそうら　管理者　介護支援専門員、介護福祉士）

【主催】 全国在宅療養支援医協会 中国ブロック（岡山・広島・山口・鳥取・島根）/日本在宅医療連合学会 中国地方支部会
【共催】 公益財団法人 在宅医療助成 勇美記念財団/全国在宅療養支援医協会/日本在宅医療連合学会

11月30日（日）

第5回 中国ブロック
　　 在宅医療推進フォーラム
第5回 中国ブロック
　　 在宅医療推進フォーラム
第２回 日本在宅医療連合学会
　　 中国地方支部会

『認知症の人のイライラが消える接し方』『認知症の人のイライラが消える接し方』

in ひろしま

10：00－17：00
（受付9：30～）

参加費
無料
どなたでも
参加できます

特別講演1特別講演1

余宮 きのみ 先生　（広島市立広島市民病院　緩和ケア科　部長）
『私が緩和ケア医として大切にしてきたこと』『私が緩和ケア医として大切にしてきたこと』特別講演2特別講演2

お問い合わせ

運営事務局 コールメディカルクリニック広島
〒733-0877 広島市西区古田台2丁目12-9 TEL082-527-0455 FAX082-527-0450
mail : n-kodama@call-medical-clinic.com

申込フォームURL
https://forms.gle/GzCEQRaUBmSKvewV7

「災害多発時代！ 我々が今、備えるべきこと̶。」「災害多発時代！ 我々が今、備えるべきこと̶。」

「地域で支えるBCPについて」

ワールドカフェワールドカフェ

基調講演基調講演

お申し込みはコチラ 定員

100
名様

閉会後、懇親会を予定しております。
皆さまのご参加をお待ちしております！

担当：小玉直人

ワークショップ

広島駅
ホテルグランヴィア広島●

ゆめマート二葉の里●

福屋 広島駅前店●

●シェラトングランドホテル広島

●ビックカメラ
　広島駅前店

ダイワロイネットホテル
広島駅前
● ●広島テレビ ●広島銀行 広島駅北口支店

●県立二葉の里病院

猿猴川

会場：広島県医師会館
（広島市東区二葉の里３丁目２－３）

JR広島駅・新幹線口から徒歩約5分

５～6人程度の小さなグループをつくり、カフェのようなリラックスした雰囲気で皆さんと対話します。
一定時間ごとにテーブルを移動し、新たに出会った人々と同じテーマで話し合い、アイデアを共有します。

ワールドカフェとは

木下 健一 先生　（広島県済生会 坂町地域包括支援センター長、社会福祉士、広島市認知症
　　　　　　　　　  アドバイザー、広島文教大学、広島文化学園大学　非常勤講師）



本フォーラムは、公益財団法人 在宅医療助成 勇美記念財団の事業の一環として開催されます

プログラム
10：00～10：15 開会の辞、来賓挨拶

12：15～13：45

植 賀寿夫 先生　（デイサービスそうら　管理者　介護支援専門員、介護福祉士）

10：15～11：15 特別講演1
『認知症の人のイライラが消える接し方』

13：55～14：45 基調講演
『災害多発時代！ 我々が今、備えるべきこと̶。』

13：45～13：55 来賓挨拶

余宮 きのみ 先生　（広島市立広島市民病院　緩和ケア科　部長）

11：15～12：15 特別講演2
『私が緩和ケア医として大切にしてきたこと』

中国ブロック在宅医療推進フォーラム企画委員・日本在宅医療連合学会中国地方支部会企画委員
小森 栄作(ももたろう往診クリニック、岡山市) / 松下 明(奈義ファミリークリニック、奈義町) / 中村 幸伸(つばさクリニック、倉敷市)
猪原 健(猪原[食べる]総合歯科医療クリニック、福山市) / 原田 唯成(いしいケア・クリニック、岩国市) / 綿貫 篤志(わたぬきクリニック、萩市)
佐々木 修治(在宅ケアクリニック米子、米子市) / 藤原 和成(出雲医療生活協同組合大曲診療所、出雲市)
丸山 典良(まるやまホームクリニック、福山市) / 小田 泰崇(コールメディカルクリニック広島、広島市) 　順不同・敬称略

第5回 中国ブロック在宅医療推進フォーラム
第２回 日本在宅医療連合学会 中国地方支部会

17：00 閉会の辞
16：40～17：00 学会からのお知らせ

14：45～15：00 休憩

休憩

17：30～ 懇親会

15：00～16：40 ワールドカフェ
テーマ１ ： 「あなたの職場で想定される大規模災害はどんなもの？
　　　　   またそのときあなたはどんな役割を担うでしょうか。見えてくる課題は？」
テーマ２ ： 「あなたの自宅が被災しました。想像した被災状況であなたは職場に
　　　　   出勤できそうですか？家庭の維持はどうでしょうか？」

in ひろしま

　高齢化の進行やACPの啓発などにより在宅医療・介護のニーズは年々高まっています。いっぽう、社会資源
や担い手不足をはじめとした多くの課題にも直面しています。
　そんな中、中国地方各地で地域の特性を生かした在宅医療・介護の取り組みが進められています。
このたび、錦秋の広島で、中国地方の在宅医療・介護にかかわる人たちが一堂に会し、ともに学び、語り合う
イベントを企画しました。
　どなたでも参加でき、参加費は無料です。多くの方のご参加を心よりお待ちしております。

中国ブロック在宅医療推進フォーラム

日本在宅医療連合学会 中国地方支部会

企画委員一同

木下 健一 先生　（広島県済生会 坂町地域包括支援センター長、社会福祉士、
広島市認知症アドバイザー、広島文教大学、広島文化学園大学　非常勤講師）




